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第33回在京白堊会総会

5
月
1
1
日
●
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
「
在
京
白
堊
祭
」
！

午
後
4
時
よ
り
「
講
演
会
」
午
後
5
時
3
0
分
よ
り
「
総
会
・
演
奏
会
・
懇
親
会
」

日
時
：
5
月
1
1
日
（
土
）
午
後
4
時
～

場
所
：
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
）

会
費
：
1
〇
．
〇
〇
〇
円
（
年
会
費
2
0
0
0
円
を
含
む
）

学
生
・
院
生

三
．
〇
〇
〇
円

（
同
右
）

アルカディア市ヶ谷

（私学会館）

千代田区九段北4t2－25

0 3 －3 2 6 ト9 9 2 1

東京 ●
三菱銀行

あさひ銀行 ●

J R
市ヶ谷駅

地下鉄
「 A －ト1 出 口」

地下鉄
「 A －5 出 口」

恒
例

の
在
京
白
堊
会
の
総
会
も
い
よ
い
よ
間
近
に
迫
り
ま
し
た
。
本
年

の
総
会

は
、
幹
事
年
次

（
昭
和

45
年

卒
）

の
た

っ
て
の
希
望

に
よ
り
土
曜

日
開
催
と

い
う

こ
と

で
、

5
月

11
日

に
開
催

し
ま
す
。
従
来

の
5
月

13
日

を
原

則

と

し
た
平

日

開
催

を
変

更

し
、
東
京

近
郊

に
勤
務

の
方

や
家
庭

の
主
婦
層
も
よ
り
多

く
参
加

い
た
だ

け
る
よ
う

土
曜
日

の
開
催
と

さ
せ

て

い
た
だ
き
ま
す
。

森知 英 さん（S 63年卒）

盛一在学中、全 日本学生音楽 コンクール第3 位。

東京芸術大学大学院修了 89年、

第 8 回ベー トー ヴ ェ ン国際 ピアノコンクール第 4 位 。

9 5 年 、第 13 回 シ ョパ ン国際 ピア ノ コン ク ール

に日本代 表 と して デュプロマ を得 る。

99 年 より「ベートーヴェン・ピアノリサイタル全曲演奏会（全9回）」を

スター トし、 こ の ほ ど 6回目 を ク リア 、。

米谷毅彦 さん（S 55年卒）

東京芸術大学大学院修了。
9 4 年 か ら98 年 、コンス タ ン ツァ 国立 歌劇場 で第 一 バ リ トンの

契約 をし、ヨーロッパ各地 で演奏活動 を行 った。

9 7年 にウィーン国際音楽 コンクール声楽部門で第 2 位 、ベ レヌー協会特別 賞

を受 賞 した。 この 3 月に 、 オペラ「無 口 な女 」 を主 演 。

場
所
は
、
1
R
中
央
線

の
市

ヶ
谷

駅
前

の
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」

（
私

学
会
館
＝
地
図
参
照
）
で
行

い
ま
す
。

本
年

の
総
会
は
、
「
在
京
白
堊
祭
」
と
銘
打
ち
、
駄
々
と
流
れ
る
「
白
堊
文
化
」

の
伝
統
を
確

か
め
、
未
来

に

羽
ば
た
く
若
手
文
化
人

の
活
躍
を
紹

介
す
る
企
画
を

盛
り
込

み
ま
し
た
。

こ
の
「
在
京
白
堊
祭
」
は
二
部
構
成
と
し
、
第
1
部
は
講
演
会
を
4
時

よ
り

始

め

ま
す

。

第

2
部

は

総

会
と

岩手の人材と食材を語る第一人者

太田愛人さん（盛中、昭和20年卒業）1956年、
東京神学大学大学院を修了した後
、
長野県大町市や横浜市の教会で牧師に従事
。

牧
師を務めるかたわら
、
日本エッセイストクラブの

理事やフェリリス女学院の評議員として活躍
。
また
、
岩手の食材の紹介（
「辺境の食卓」）や

石川
啄木・
野村胡堂など
「
白
堊
人
脈
」
を
め
ぐ
る

幅広

い執筆活動を行っている
∩

演
奏
会
、
懇
親
会
を
5
時

30
分
よ

り
行
い
ま
す
。

講
演

会

は
、
多
彩

な
活
動

を

さ

れ

て

い
る
太

田
愛
人
氏
（
盛
中
2
0
年
卒
）

に

よ
る

「
野
村
胡

堂
を

め

ぐ

る
自

亜
友
情

史
」

を

お
願

い
し

て
お
り

ま
す

。

ま

た
、
演
奏

会

は

第

一
線

で
活

躍

さ
れ

て
い
る
オ

ペ

ラ
歌
手

の
米
谷

毅
彦

氏

（

一
高

55

年

卒

）
と
ピ

ア

ニ
ス
ト

の
森
知

英

さ

ん

（

一
高

63
年

卒
）

の
ご
出

演

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

土
曜

日

の
開
催

で
す

の
で
、

こ

の
機
会

に

二
次

会

と
し

て
各

年
次

の
同
期
会

を

セ

ッ
ト
し

て
、
奮

っ

て
ご
参
加

く
だ

さ

い
ま
す

よ
う

ご

案
内

い
た
し
ま

す
。

出
欠

は
同
封

の
ハ
ガ
キ
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

（
在
京
白
堊
四
五
会
）
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盛
岡

一
高
昭
和

41
年
卒
業
の
同
期

会

「
よ

い
会
」
は
、
昨
年
6
月

9
日

～

10
日
、
東
京
に
集

い
、
旧
交
を
大

い
に
温
め
た
。
参
加
者
は

45
名

に
の

ぼ
り
、
半
数
以
上
が
盛
岡
や
全
国
各

地
あ
る

い
は
遠
く

ア
メ
リ
カ
か
ら
駆

け
付

け
た
在
京
以
外

の
者
た
ち
だ

っ

た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代

に
は
修
学

旅
行
と
い
う
も

の
が
な
か

っ
た
の
で
、

い
わ
ば

こ
れ
が
35
年
目
の
修
学
旅
行

と

、な

っ
た

。

当
日
は
、
ま
ず
、
東
京
駅
正
午
に

集
合
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
都
内
周
辺

の
観
光
を
行

っ
た
。
車
中
か
ら
談
笑

の
輪
が
広
が
り
、
海

ほ
た
る
で
昼
食

を

い
た

だ
き

、

お
台

場

の

フ
ジ

テ
レ

ビ
を
見
学
す

る
な
ど
完
全
に
お
上
り

さ
ん
の
修
学
旅
行
気
分
。

夕
刻
、
宿
泊
所
の
本
郷
「
鳳
明
館
」

帰
着
、
バ

ス
旅
行
に
は
参
加

し
な
か

っ
た
者
も
含
め

て
、
玄
関
前

で
記
念

撮
影
。
こ
の
旅
館
は
明
治
時
代
か
ら
修
学

旅
行
用
の
宿
泊
所
と
し
て
使
わ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
、
東
京
都

の
歴
史
的

建
造
物

に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
古
色

蒼
然
た
る
雰
囲
気
が
、

い
よ

い
よ
修

学
施
行
気
分
を
盛
り
上
げ
て
楽
し
い
。

入
浴
後
、
宴
会
と
な

っ
て
、
語
り

合
う

ほ
ど

に
ふ
る
さ
と

の
耽
り
強
く

な
り
、
最
高
潮
と
な

っ
た
と

こ
ろ
で
、

中
締
め
に
校
歌

、
応
援
歌
を
蛮
唱
、

障
子
を
震
わ
し
て
女
中
さ
ん
を
驚
か

し
た
。

会
場
を
移
し
て
二
次
会
と
な

っ
た

が

、

こ
れ

が

エ
ン
ド

レ

ス

の
飲

み
放

題

。
明

け
方

ま

で
飲

ん

で

い
る

や

つ

も

い
て
、
飲

み
放
題
契
約
は
完
全
に

旅
館
側

の
負
け
と

な
り
、
翌
朝

の
旅

館
女
将
の
渋

い
顔

が
印
象
的
だ

っ
た
。

（
41
会
・
馬
場
信
）

※
本
当
に
楽
し
か

っ
た
様
子
が
伝

わ

っ
て
き
て
、
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で

す
。
た
だ
し
、
白
堊
会
様
御
一
行
飲
み
放
題
パ
ッ
ク

お

断
り

の
悪
し
き
前

例
を
作
ら
な

い
よ

う
、
く
れ
ぐ
れ
も

お
願

い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
編
集
部
）
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世界最高920MHzの高分解能NMRマグネット

一2 1 . 6 Tの世界最高磁場達成に成功一
独立行政法人 物質・材料研究機構

材料研究所 材 料基盤研究 センター

強磁 場研究クループ第5サブグループ主任研究員佐 藤 明 男 さん（昭和42年卒）

佐
藤
明
男
さ
ん

（
S
42
年
卒
）
は
物

質
・
材
料
研
究
機

構

材
料
研
究
所

材
料

基
盤
研
究

セ

ン
タ
ー

（
旧
・

金

属
材

料
技
術

研
究

所

）

で

大
型

マ
グ

ネ

ッ
ト

の
開
発

を

担
当
し
て
い
ま
す
。

N
M
R
（
核

磁
気

共

鳴
）
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ

ー
タ
は
、発
生
す
る

磁
場

の
増
加

と
と

も

に
測
定

の
感
度

と

分
解
能

が
飛
躍

的

に
増
加
す

る
こ

と

か
ら
、

ゲ
ノ

ム

の
解
析

や
蛋
白
質

の
構

造
解
析

な
ど

の
装

置

と

し

て
期

待

さ

れ

、

サ

イ

エ

ン

ス
誌

で
国

際

マ

ラ

ソ

ン

に
た

と

え

ら

れ
る
ほ
ど
激

し

い
開
発
競
争

が
世
界
各
国
で
繰
り
広

げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

同

セ

ン
タ

ー
は
、
昨
年
の
試
験
で
2
1
・
6
T
（
テ
ス
ラ
）

と

い
う

N
M
R

と
し
て
は
、
と

い
う

よ
り
永
久
電
流

モ
ー
ド
と
し
て
世
界
最
高

の
磁
場
を

世
界

に
先
駆
け

て
達
成
。
超
伝
導

と

い
う
最
先
端
分
野
に
お
い
て

世
界
最

高
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
製
造
技
術
の
開
発
に
成
功
し
た
こ
と
は
、

日
本

の
先
端

技
術

の
レ
ベ
ル
の
高

さ
を
世
界

に
示

す
久
々
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

佐

藤

明
男

さ

ん

は

こ

の

マ
グ
ネ

ッ

ト

の
チ
ー

ム

リ
ー

ダ

ー
と

し

て

冷
却

装
置

の
超
流
動

ヘ
リ
ウ
ム
冷
却
部
分

の
設
計
を
担
当
。

N
M
R
建
屋
も
昨

年
完
成
、
今
年
に
入
っ
て
装
置
の
設
置
も
終
え
冷
却
が
始
ま
っ
て
お
り
、

来
年
度
に
は
理
研
に
貸
し
出

さ
れ
て

世
界
最
先
端

の
蛋
白
質

の
基
本
構
造

解
析
が
始
ま

る
予
定

で
す
。

世
界
中
が
注

目
す
る
最
強

の
磁
石

は
、
今
後

、
ゲ
ノ
ム
の
解
析

や
タ
ン

パ
ク
質

の
構
造

の
解
明

に
も
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

掲
示
板
か
ら

今
年

の
年
頭
は
、
正
月
に
岩
手

で

も
放
映
さ
れ
た
浅
田
次
郎
原
作

「
壬

生
義
士
伝
」

の
話
題
で
持
ち
き
り

で

し
た
。
そ
ん
な
話
題
を
含
め
、

あ
れ

こ
れ
拾

っ
て
み
ま
し
た
。

［在
京
白
堊
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
］

○
朝
日
の
論
壇
リ
ー
ド
す
る
白
堊
同
窓
生
（
投
稿
者
・
馬
場
0
2
年
2
月
1
9
日
）

こ
こ
の
と

こ
ろ
朝
日
新
聞

の
論
壇

を
白
堊
同
窓
生
が
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

2
月
15
日
付
に
及
川
昭
伍
氏
（
S

25
卒
、
経
済
企
画
協
会
会
長
、
在
京
白
堊
会
会
長
）

の
「
長
寿
社
会

日

本
型
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
構
築
を
」
が
載

り
、
き

ょ
う
1
9
日
付
に
は

内
宮
博
文

氏
（
S
41
卒
、
東
京
大
学
教
授
）
の

「
O
D
A
削
減

世
界

の
食
糧
生
産

向

上
に
支
障
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

い
ず
れ
も
オ
ピ

ニ
オ

ン
面

の
「
私

の
視
点
」
欄

に
掲
載

さ
れ
た
投
稿
論

文
だ
が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
立
て
続
け

に
白
堊
同
窓
生
が
朝
日
の
論
壇
を
リ
ー
ド
し
た
か
っ
こ
う
と
な
つ
て
い
る
。

～
以
下
略

～

○
田
鶴
子
さ
ん
賢
治
を
語
る
（
投

稿
者
・
及
川

02
年
3
月
12
日
）

昭
和

39
年
卒

の
野

口
田
鶴
子
さ
ん

が
宮
澤
賢
治
を
朗
読
す

る
会

が
開
か

れ
ま

す

。

野

口
さ

ん

は
、

オ

ペ
ラ

の

勉
強

で
イ

タ

リ
ヤ
向
田
学

中

に
詩

の

朗

読

に
開
眼
し
、
帰
国
後
、
賢
治
を
語

り
続
け

て
い
ま
す
。

4
月
13
日
（
土
）
14
時
開
演

地
下

鉄
広

尾
駅

5
分

広

尾
商

店
街

祥
雲
寺
山
門
内

東
江
寺
本
堂
に
て

会
費

2
0
0
0
円

問

い
合
わ
せ

0
4
5
・
3
0
3
・
2
5
6
1

野
口

［七
夕
会
（
41
年
卒
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
］

O
「
壬
生
義
士
伝
」
最
高

－・
（
投

稿
者

‥
さ
み
ー

02
年
2
月
24
日
）

正
月

日
本

へ
帰

っ
た

と
き

に
、
渡

辺
謙

の

フ

ア

ン
だ

っ
た

の

で
Ⅴ

に

録

画
し
て
ア
メ
リ
カ

へ
持

っ
て
帰
り
ま

し
た
。

ず

っ
と
忙
し
か

っ
た

の
で
昨

夜
や

っ
と
見
る
機
会

が
あ
り
朝
ま

で

見

て
し
ま

っ
た

の
で
す
が
、
と

て
も

感
動

し
ま
し
た
！

（
中
略
）

歴

史

モ

ノ
は
大

好
き

で
す

が
、

い

つ
も

新

撰

組

は
血

生
臭

い
の
で

パ

ス
し

て

い
ま

し
た
。
し
か
し
歴
史
的

に
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な

い
吉
村
貫

一
郎
と

い
う

義
士
を

メ
イ

ン
に
し
た
話

の
展
開
が

と

て
も
面
白

か

っ
た
で
す
。

ア
メ
リ

カ
人
や
他

の
外
国
人
に
も
こ
う

い
う

ス
ピ

リ

ッ
ツ
が
判
る
の
で
、
是
非
こ

う

い
う
日
本
人

の
話
を
全
世
界

に
紹

介
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

○
壬
生
義
士
伝
・

私
の
H
P
よ
り

引
用
し
ま
す
（
投
稿
者
‥
若
尾
優
子
0
2
年
1
月
1
6
日
）

こ
の
正
月
、
l壬
生
義
士
伝

＝
新
鮮

組

で
い
ち
ば

ん
強
か

っ
た
男

＝
を

、

テ
レ
ビ

で
見

た
方

も

多

い

の
で
は

？

久
し
ぶ
り
に
滋

い

へ
ん
面
白

い
時
代

劇
を
見
ま
し
た
。

こ
の
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
南
部

弁
と

い
う

の
は
懐

か
し
く
美

し
い

言

葉
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

根

っ
か

ら

の
盛
岡
人
で
あ
る
祖
母
が
よ
く

使

っ
て
い
た
言
葉

で
し
た
。

後
日
談

で
す
が
、
あ

の
吉
村
貫

一

朗

の
子
・
貫

一
朗
が
農
学
博
士
と
な

り
、
東
京

帝
国
大
学
を
退
官

し
て
、

ふ
る
さ
と
盛
岡

の
高
等
農
林

（
現
岩

手
大
学
農
学
部
）
に
赴
く
く
だ
り
、

あ

の
農
業
資
料
館
で
、
撮
影

し
た

い

と

の
申
し
出
が
館
長

で
あ
る
夫

の
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
重
要
文
化
財

で
あ

る
た
め
に
内
部

の
撮
影
は

で
き

な

い
と

い

っ
た

ん

は
断

っ
た
そ

う

で

す

が
、

い
ろ

い
ろ
あ

っ
て
O

K
を
出

し
た
そ
う

で
す
。
と

こ
ろ
が

い
ざ

と

な

っ
た
ら
、

経
費

の
面
か
何
か

で
撮

影

に
は
来
な
か

っ
た
そ
う

で
す
。

夫

は
た
だ
振
り
回
さ
れ
た
と
ぼ
や
い
て

お
り
ま
し
た
。
（
注

＝
抜
粋

で
す

＝
）

［
白
堊
9
0
（
5
0
年
卒
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
］

○
今
年
の
盛
岡
は
（
投
稿
者

‥
村
井

02
年
1
月
31
日
）

異
常
に
冬
ら
し

い
1
月
だ
と
思

っ

て

い
ま
す
。

日
曜
日
の
夕
方
か
ら

降

り
だ
し
た
雪
は
夜
半
に
強
く
な
り
、

地
震
ま
で
引
き
起

こ
し
な
が
ら
、

公

称

『
60

Cm
』

の
積
雪
と
か
。
10
時
ご

ろ
に
う
ち

の
居
候
大

の
散
歩

に
出
た

ら
、

最
初

、

は

し

ゃ

い
で
駆

け

出

し

た

ロ
ン
君

は
、

20
メ

ー
ト

ル
ほ

ど

走

っ
て
立
ち
往
生
。
水
原
！
俺
達
が
生

き

て
き
た

44
年

10
カ
月

の
中

で
、

一

番

の
降
雪
だ

っ
た
と
思
う

よ
、
記
憶

に
無

い
も

ん
、

一
晩

で
こ
ん
な

に
な

っ
た

の
は
。
（
注

＝
抜
粋

で
す
＝
）

※
東
京
は
確
か
風
花

の
よ
う
な
雪
が

一
回
き
り
。
桜
も
早

や
散
り
異
常

な

暖
冬

で
し
た
が
、
故
郷
岩
手
は
大

雪

も
あ

っ
た
よ
う

で
す
。
（
編
集
部
）
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●開国以来の大イベント

1

今

年

は

い
よ

い
よ

サ

ッ
カ

ー

の

「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
が
日
本

で
開
催

さ
れ
ま
す
ね
。

吉

田

こ
れ
は
想
像
以
上
に
す
ご

い

こ
と
な
ん
で
す
よ
。
前
回

の
フ
ラ
ン

ス
大
会
で
は
各

地
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た

32
チ
ー
ム
が
64
試
合
行

い
、
2

7
7
万
人
動
員
し
ま
し
た
。
今
年

は

日
韓

で
3
2
0
万
人
動
員
す

る
だ
ろ

う
と

い
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

テ
レ
ビ
で
観
戟
す
る
人
は
競
技
場

の

入
場
者
1
人

に
対
し
て
1
5
，
0
0

0
人
と

い
わ
れ
ま
す
か
ら
、

7
万
人

収
容

で
き

る
横
浜
国
際
総
合
競
技
場

の
決
勝
は
、
全
世
界

で
10
億
人
を
超

え

る
人
が
観
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

全
試
合

で
は
、
延

べ
4
0
0
億
人

が

観
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
目

で
見
れ

ば
、
サ

ッ
カ
ー

の
人
気

は
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
比

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

期
間

中
は
報
道
関
係
者
だ
け
で
も
世
界
中
か
ら
ト
ー
タ
ル
で
1
万
人
以
上
が

来
日
し
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
、
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ー
ー
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
国
に
向
け
て
日
本
か
ら
情
報
が
発
信
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
？
吉
田
そ
う
で
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
日
本
人
が
外
国
の
文
化
に
触
れ
、
海
外
に
日
本
を
紹
介
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
の
で
す
。
ど
の
よ
う
に
日
本
か
ら
情
報
を
発
信
す
る
か
が
、
非
常
に
大
切
で
す
。
私
は
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
明
治
維
新
、
開
国
と
同
じ
く
ら
い
の
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て
ま
す
。
日
本
は
今
、
自
信
を
な
く
し
新
し
い
方
向
性
を
模
索
し
て
い
ま
す
が
、
本
当
に
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
人
を
元
気
づ
け
、
日
本
再
生
の
起
爆
剤
に
な
つ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
－
－
吉
田
さ
ん
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
ど
ん
な
役
割
を
？
吉
田
世
界
中
か
ら
や
っ
て
く
る
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
す
。
一
つ
の
試
合
を
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
が
取
材
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
各
試
合
会
場
の
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
F
I
F
A
（
国
際
サ
ッ
カ
ー
連
盟
）
の
プ
レ
ス
オ
フ
ィ
サ
ー
と
ペ
ニ
ユ
ー
（
開
催
地
）
プ
レ
ス
オ
フ
ィ
サ
ー
の
2
人
が
責
任
者
と
な
っ
て
、
関
係
者
や
通
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
1
0
0
人
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
を
得
て
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
当
た
り
ま
す
。
私
は
、
札
幌
会
場
（
札
幌
ド
ー
ム
）
の
プ
レ
ス
オ
フ
ィ
サ
ー
を
務
め
ま
す
。
6
月
7
日
に
は
大
注
目
、
因
縁
の
対
決
と
な
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
対
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
戦
が
あ
り
ま
す
。
●
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
魅
力
運
動
部
記
者
時
代
か
ら
一
貫
し
て
ス
ポ
ー
ツ
畑
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？
吉
田
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
接
し
て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
、
そ
の
感
性
の
高
さ
で
す
。
生
き
る
知
恵
と
言
い
か
え
て
も
い
い
で
す
が
、
一
流
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
そ
れ
は
、
学
校
教
育
で
得
ら
れ
る
ど
ん
な
能
力
に
も
勝
り
ま
す
。
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
小
学
校
か
ら
中
学
、
高
校
と
一
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
る
こ
と
は
、
並
み
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
先
輩
後
輩
の
関
係
も
あ
れ
ば
不
合
理
、
不
条
理
な
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
生
き
抜
い
て
プ
ロ
に
な
れ
る
の
は
、
ほ
ん
の
一
振
り
。
東
大
に
合
格
す
る
よ
り
も
難
し
い
の
で
す
。
そ
ん
な
世
界
で
身
に
付
け
た
精
神
力
の
強
さ
、
我
慢
や
思
い
や
り
と
い
っ
た
生
き
る
知
恵
に
は
、
年
齢
に
関
係
な
く
人
間
の
奥
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
選
手
は
普
段
の
姿
と
ピ
ッ
チ
に
立
っ
た
と
き
は
別
人
で
す
。
そ
こ
に
は
現
代
の
若
者
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
若
者
の
心
を
救
え
る
何
か
が
あ
り
ま
す
。
－
発
足
し
て
1
0
年
、
J
リ
ー
グ
は
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
ど
の
よ
う
に
変
え
ま
し
た
か
？
吉
田
あ
る
種
の
革
命
を
も
た
ら
し
た
と
思
い
ま
す
。
相
撲
ヤ
プ
ロ
野
球
の
よ
う
な
桟
敷
文
化
か
ら
、
選
手
と
観
客
、
市
民
が
同
化
し
、
一
体
と
な
っ
て
戦
い
感
動
を
共
有
す
る
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
方
を
定
着
さ
せ
ま
し
た
。
自
治
体
な
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
市
民
と
心
を
一
つ
に
す
る
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
延
長
に
あ
る
の
が
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
す
。
今
度
、
世
界
中
が
熱
狂
に
包
ま
れ
る
渦
の
ど
ま
ん
中
で
、
世
界
の
人
々
と
一
緒
に
感
動
を
共
有
で
き
ま
す
。
市
民
レ
ベ
ル
で
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
第
一
歩
が
こ
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

サ

ッ
カ
ー

の

ワ
ー

ル
ド

カ

ッ
プ

は
、

世
界
で
延
べ
四
〇
〇
億
人
が
観
る
大
イ
ベ
ン
ト
。

日
本
を
世
界
に
発
信
す
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

吉

田

憲

司

さ

ん

（
S
50
年
卒
・

日
立
柏
レ
イ
ソ
ル
企
画
広
報
部
長
）

昭和50 年卒。毎 日新聞東京本社運動部記者か ら、J リーグ発足に伴い

（株）日立製作所 に移籍。出向のかたちで

（ 株 ）日立 柏 レイ ソルに 。 6 月のW 杯 で は札幌会 場の プレスオフィサーを務める。

2002年版の在京白堊会名簿を刊行します。この名簿は、会費納入者には無料で配付します。（総会参加者には、当日配付予定です）

総
会
開
催
の
頃
は
、日
本
中
が

「
ワ

ー
ル
ド
カ

ッ
プ
」

モ
ー
ド
に
な

っ
て

い
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

負
け
じ
と
、
幹
事

団
は
総
会

の
準
備

に
早

や
臨
戟

モ
ー
ド
。

5
月
は

W
興

奮

モ
ー
ド
で
盛
会
必
至
。

白
堊
の
蛮
声
を
市
ヶ
谷
に
轟
か
せ
ま
し
ょ
う
！


